
編 集  後  記
議会広報広聴常任委員会

広報部会

部 会 長 狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則

部  会  員　台蔵　征一

　　　　　上嶋　和志

　　　　　山岸　　宏

　今年は春からの天候不順により農作物の生育に影響が出てるようです。一日も

早い回復を期待するところです。

　さて、議会基本条例が施行されて一年が過ぎ、まちなか会議等の開催も順調に

進んでいます。少しでも多くの町民の声を反映出来るよう頑張っておりますので、

今後ともお気軽に声をかけていただければ幸いと思います。みなさんの声を聞か

せてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報部会員　山岸　宏
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春
か
ら
初
夏
に
か
け
農
村
地
域

の
風
物
詩
と
な
っ
た
河
川
清
掃

が
、
行
政
区
・
農
事
組
合
等
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
み
な
ら
ず
地
域
住

民
・
自
治
会
な
ど
幅
広
い
参
加
に

よ
り
、
農
業
水
路
な
ど
の
施
設
を

長
持
ち
さ
せ
る
手
入
れ
や
自
然
環

境
を
守
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

　

中
瓜
幕
南
班
の
皆
さ
ん
も
６
月

15
日
、
河
川
、
道
路
等
の
草
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」    

　

を
活
用
し
地
域
を
美
し
く
！

中瓜幕　大久保教夫さん

　

今
回
で
３
回
目
の
鹿
追
訪
問
に
な
り

ま
す
。
私
の
家
庭
で
も
３
度
鹿
追
町
の

人
た
ち
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ

カ
に
住
ん
で
い
る
妹
か
ら
は
、
福
島
原

発
の
事
故
が
あ
っ
て
日
本
は
放
射
能
汚

染
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
考
え
直
し
た
ほ

う
が
良
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
汚
染

地
域
と
鹿
追
町
が
離
れ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
お
り
、
何
よ
り
も
鹿
追
町
の
人

た
ち
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
来
ま
し
た
。

ス町訪問団長
ジュディ・ベネット議員

　

中
瓜
幕
地
区
で
は
班
単
位
で

取
り
組
ん
で
30
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
雑
木
や
雑
草
は
す
ぐ
に

伸
び
、
毎
年
の
こ
の
作
業
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
台
風
や
大
雨
で

排
水
路
河
川
の
重
要
性
を
改
め

て
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

  

姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
ス
ト
ニ
ー

プ
レ
ィ
ン
町
か
ら
、
交
換
留
学
生

•
友
好
訪
問
団
が
７
月
５
日
に
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
８
人
の
中•

高
生
と
４

人
の
大
人
で
構
成
さ
れ
７
月
18
日

ま
で
の
滞
在
で
町
内
施
設
、
各
学

校
訪
問
や
然
別
湖
で
行
わ
れ
た
白

蛇
姫
祭
り
の
見
学
や
管
内
、
道
内

視
察
を
行
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

ご
家
族
や
町
内
の
人
た
ち
と
の
友

好
を
深
め
ま
し
た
。


